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1.1.1.1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

 猪鼻湖は瀬戸とよばれる長さ 200m 程度の狭

い水路（以降瀬戸と呼ぶ）を介して浜名湖とつ

ながっており（Fig.1），外海から二重に閉鎖さ

れた極めて閉鎖性の強い湖である． 

著者らの研究により，湖内 2地点においての

リンの水深方向の分布が調べられており，夏期

の密度成層期には，湖内底層に高濃度にリンが

存在することがわかっている 1)． 

本研究は，猪鼻湖におけるリンの収支を調べ

るために，瀬戸を介して浜名湖と交換されるリ

ン，特に溶存態リン（PO4-P）の輸送特性につい

て現地観測に基づき考察を行ったものである． 

解析に用いたデータは、瀬戸での ADCPを用

いた流速の鉛直分布，一週間間隔で採水された

湖水から得られる PO4-P の鉛直分布である．こ

れらはいずれも 2007 年夏期の密度成層形成期

に取得されたものである． 

 

Fig.1 PO4-P 観測地点 

 

2.2.2.2. 瀬戸瀬戸瀬戸瀬戸でのでのでのでの平均平均平均平均流量流量流量流量    

流速の鉛直分布は，瀬戸狭窄部（Fig.1 の

St.1）において，6 月 29 日から 8 月 28 日まで

20 分おきに 1 分間の平均流速を ADCP により観

測した．このデータを基に 1m 間隔の層毎に断面

積と流速の積から流量を求めた． 

    Fig.2 は瀬戸における観測期間での平均流量

（実線），および塩分の鉛直分布から求めた淡水

率から推定した平均淡水流量（破線）を表わし

た図である．観測期間における流域からの平均

淡水流入量を降雨量と流域面積から求め，瀬戸

で浜名湖側に流出する淡水量と比較すると，降

雨による淡水流入量 7.15(m3/s)に対して，瀬戸

での淡水流出量は 9.75(m3/s)となり，ほぼ妥当

な結果が得られた．  

Fig.2 に示した平均流量の観測値は，全水深

にわたって浜名湖側へ流出していることを示し

ているが，その全流量は淡水流入量の数倍に及

び，湖水量の収支から見て矛盾している．この

原因は，流速分布の観測が１断面に限定されて

いるためであり，この分布を直接用いて交換流

量を議論することはできない．一方，上記のよ

うに，表層流量から求められる淡水流量につい

ては，ほぼ観測値と一致していることから，表

層流量については観測値をそのまま利用できる

と考えられる．そこで，中底層の流量について

は，表層流量から淡水流量を差し引いた流量が

浜名湖側から猪鼻湖側に流入していると考えて

以下の解析を行った．  

 

Fig.2 瀬戸での流量と淡水流量の鉛直分布 
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3.3.3.3. PO4PO4PO4PO4----PPPP 濃度濃度濃度濃度のののの分布特性分布特性分布特性分布特性    

Fig.3, 4, 5は，猪鼻湖内のSt.7，浜名湖側の

St.3，および瀬戸のSt.1でのPO4-P濃度の鉛直分

布を示したものである．採水はほぼ１週間おきに

行っている．これより，いずれの地点においても

PO4-Pの濃度は底層で高く，特に猪鼻湖内で高濃

度を示していることがわかる．また，濃度の時間

的な変動も猪鼻湖内で大きいことがわかる． 

  

Fig.3 PO4-P _St.7 

Fig.4 PO4-P_St.3_平均値 

Fig.5 PO4-P_St.1 _平均値 

 

瀬戸のSt.1では若干のばらつきはあるが，観測

期間を通し上層（水深3m程度まで）では0.0(mg/l)

から0.5(mg/l)，下層では1.0(mg/l)から2.0 

(mg/l)の安定した２層構造を示していることが

わかる． 

 

Fig.6 PO4-Pの質量フラックス 

 

4.4.4.4. PPPPO4O4O4O4----PPPP のののの輸送輸送輸送輸送フラックスフラックスフラックスフラックス    

    PO4-P の質量フラックスは，St.1 での PO4-P

濃度を表層と中底層でそれぞれ平均し，これに

平均流量を乗じて概算した．  

ここに，計算に用いた PO4-P 濃度は，表層で

は 0.037(mg/l)，中底層では 0.157(mg/l)，流量

は表層（0mから 4m まで）の総流量-23.71(m3/s)

と，中底層（5m から 15m まで）の総流量

13.97(m3/s)を用いた．ただし，上述のように，

中底層の流量の値は表層の淡水流量と表層の全

流量の差として求めている． 

 瀬戸での観測期間における PO4-P の輸送フラ

ックスは，表層から浜名湖へ流出する質量フラ

ックス 3.90(mg/s)に対し中底層から猪鼻湖へ

流入する質量フラックスが 23.08(mg/s)と約 6

倍の値を示しており，浜名湖から猪鼻湖へ多く

の PO4-P が流入していることが推定された． 

5.5.5.5. まとめまとめまとめまとめ    

    瀬戸における PO4-P 濃度は観測期間を通し表

層と中底層ではっきりとした濃度差がある．  

瀬戸における PO4-P の収支は猪鼻湖からの流

出量よりも浜名湖から猪鼻湖への流入量の方が

多く，夏季の猪鼻湖内の PO4-P 濃度上昇を浜名

湖からの流入が助長していることがわかった． 
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